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田丸 節 郎 博 士 の本 誌 に對 す る批評
「物 理 化 擧 の;L亅 は1非常 に面 白 く拜 見 致 し候 が 御 骨折 の程 は拜 察 し
て御 勇氣 に敬 服 し居 る次 第 に 候。 唯 今 の處 物 理 化學 最 近 の 進 歩 の解
詮 と云 ふ様 に 見 候 が か や5の もの か普 通 の 物 理 化學 論 文 集 よ り も實
際 的 に して 且つ 緊 要 な る事 申 す迄 もな く御 若 眼 に 感 服 し居 る次 第 に
御 座 候。fy{hの狹 い 偏 りナこる新 測定 乃至 費 驗 的 新 事 質 の 記 載 は 物 理
化 學 者 の 多 き國 に は 最重 要 な る もの と存 じ候 へjE日木 の如 く物 珂:化
箪 者 の 少 き國 殊 に一 般 に は 物 理 化學 の 重 要 な る謗 火 問 題 に就 て さへ
多 く無 關心 無 知 識 な る國 に於 て は寧 ろ 此 等 の 重 要 な る物 理 化學 の 諸
丿こ問 題 を 解 読 批 評 し7一 般 化學.者を数 育 す る事 の 方 が 最重:要な る'1:
栖 に は あ らざ るか 從つ て 日本 に はZeitf.phpsik・Chem.より も寧 ろ モ ッ
ト丁寧 に解 詮 を付 し物 理 化學 界 の 趨 勢 現 歌 を設 く1物理 化學}の進歩 の
方 が 遙 に布 意義 と存 じ候 小生`ま此 の 方 面 に將 來 ら御 叢 力 下 さ る襟 御'
願 ひ致 し度 く十K科・工科・醤 科.}i:の他の 撫 身 化學 者 全 部 を購 牘 者 の 對 象
と して 此 等 の人 々 に興 味 あ り理 解 し易 き形 に て物 理 化學 並 に其 の 進
歩 の 状 態 を傳 へ 度 と存 候(111略♪ 將 來 は'/.eit・r.phyaik・Chom.とleit.f.
TkktrocLent.とに耕?1穿す る材 料 を投 々 に 附加 し行 き立 派 な る もの に仕
立 て 度 と存 し候 が 一 つ 小生 に理 解 し蒙 ね た るisフ、ルマ ー トを 何 敬 に
#,':S型にせ られ ざ り しか。 色hの 御 邸 合 もar之べ く候 へ 共識 者 の指
導 に よ りて我 國 歐 文 糶 誌 は 學衛 研9LH議 の 各 科 の 稚 誌 も各 大 舉 の 紀
要 論文 集 も同 一 型 に 一 定 され 弛 る个U日 本 文 の もの も一 つの 標 準 型
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を きめ(出來 れ ば歐 文 の もの と同 一 型肢 く然 す郵 路 著 者 は 男嘯 叮を 取
れ ば 此 の 別'刷は{..IA#誌の もの も皆 同 一型 な ム 爲 め 之 を集 めて 直 に製
木 出 來 るの み な ら事 各雜 誌 中 自己 の 興 味 あ る部 分 を 勝 手 に拔 き取 り
之 を 製 本 して 閲 覽iこ優せ しむ る事 も出來 るや う相 成 可 申 と存 じ候.
例 へ ば 牛物 化學 に興 味 あ る人 は・黨 學 錘誌,生物 學雑 誌」]本化學 會 誌,大
學 紀 要 等 に 表 はれ た る生 物 化學 阻 係 の興 味 あ る報 文 記 事 丈 を拔 き取
り且つ 分 蠶 して 之 を製 本 す れ ば 甚 だ 便 利 にてPhotxhem.Photoelee.1;
興 味 あ る人 は:物理 化 學 の 進歩亅,化學 會 誌,數物 雑 誌 等 に 現 は;ci二る當 該
問題 關係 の もの を 引 拔 き製 本 す れ ばf利 な るの 頚 に御 座 候。 是 は 別
に斬 斬 な る 思付 き とい ふ霧 で はd!IE之麟 にPniserR'ilheLul【4fllllf設立
の 初 め に 當 つ て 新 に獨 立 の 論 文 雜誌 を發 行 せ ん と しt際 に エ ミ冖 ル,
フイ ツ シヤ ー 搏 士 か 極 力 反 對 し雜 誌の 種 類の 徒 らに多.くな り文 献 の
散 漫 に な るを.防ぎfurF.つEiaicer1Pilhelmlnetitut獨自の論 文 集 を 作 り
得 る方 法 と して 標 準 維 誌 に僉 表 した る別 摺 りを數 百 乃 至 數 千取 寄 せ
標 準フ亶ルマ ー トに あ らざ る もの は 級 の 廣 さを 加 減 して無 理 に も同 一
フaルマ ー トに收 め之 を集 め製 本 してriser¥PilhelmliLtitttt紀要 と し
て 田 す こ とに定 ま り候次 第 に有 之候,而 も.その際 フ,nマー トの 一 定
せ ざ る物 の あ り し爲 に 無 盆 の 出 費 と不便 とを 要 しJ二る経 驗 に鍔iみ,a
來 る丈 フ1ルマ ー トを 一 定 し度 と考 へ 居 る次 第 に 御 座 候。 妄 評 多 罪ゲ
田丸 博 士 の御 批評 を厚 く編 者 等は 感謝 致 し ます。 特に フ、ル マー ト
に 關 して は 編 者 等 の 不 注 意 で あ りま し☆。 將 來 あ る適 當の 時 期 即 ち
第 一 卷 を完 成 した時,雲騨 と交 渉 の 上 に'Lj(正し牝 い と存 じま す.御 厚
志 を 有47難 く御 禮 申 し上 げ ま す。1編輯 者}
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一 般 投 稿 に就 て
現1在の 處 本誌 は 年 三 回の 出 版信 月,七月,十一n)の豫 定 で あ り只 今 編
者 の 手 許 に 集 る原 稿 で 充 分 で あ りま すカ=將來 本 誌 出版 の 財政 的 の 基
礎 がsir立し枇 暁 に は發 刊 の 回數%P堆加 して 廣 く一 毅 の 投 稿 を御 願 び
致 し度 と存 じ ます。
し
京 都 蒂 國 大 學 物 理 化 學 研 究 室 大 正 十 五 年 度 研
究 成 績 發 表 討 議 會
昭和 二fi二月 二 十 六 日 に京 都 大學 樂 友 會 館 で 斫 先 成 績 發 表 會 を 開
き ま した.jlの 演 題 内 容 の 大 略 は次 の樣 で あ ります。
1.ハ ロゲ ン 化鉛 のdoH:成 に 對す る「ウ エ ー マ ル ン亅法則 の適 用
P安m欣 治 木 田 財i次 陳'之 霖
ハ ロゲ ン 化 カ ル シウ ム 水isitsと硝 酸 鉛 水i液 とを混 じて 坐 ウ るハ
ロゲ ン化 鉛の 結 品 の 大 き さは「ウエ ー マ ル ン 法ー 則 に從 ひ 兩水 溶 液 の
濃 度,溶解 度,時閼榲 度 の 函鐓 な る こ とを 證 せ んtす 。
幺 鹽 化 ナ トリウ ム の 蒸 氣 壓 測 定 馬 掲 目 出 男
鹽 化 ナ トリウ ム の 蒸 氣 壓 を揺 氏一 二 五 〇 度 迄 直 接 測 定 を行 ひ,その
蒸 發 熱解 隙 熱 等 を 計算 せ り.
』.s:ドン ナ ン氏 隔 嘆 ～F衡に立 つ 内科 學 的 物 理 化學 的 研 究
椎 木L司
1.隔膜 不衡 と人皚 液 との 關 係
2・分雌 蛋 白質 の隔 膜 牛 衡 戌 立 の 有無
3.結言侖
㌫1ワ イゲ ル ト效 果三のIK今 堂 健 雌
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「ワ イ ゲ ル ト效 果載 種の物g2に對'すゐ直線 偏 光 の 特 殊 效 果)は特 種 の
腥 質 系 の もつ 特.性に はあ らざ るか との 操 想 の 下 に種 々 の腸 質 系 に
つ きて研 究 し,今日の 所 銀 一 ゼ ラチ ン及 び水 銀一 ゼ ラ チ ン系 に是:g
見 出 しi."f'1こり。 銀 一 ゼ ラ チ ン系 に付A日 まで 研 究 せ る結 果 の大
要 を 述 べ ん とす。
5.化 學 的 原 囚 に よ るダ ル トン 定律 へのr..背に就 て
1閂乎 づト次 太 郎
二 成 分 よ る戒 る泥 合 氣 體 に就 て の ダ ル トン 定 律 への 違 背 は從 來 多
くは二種 分 子 間 に働 く凝 集 力 に よ りて 設 明 せ られ ナニり と雖 も批 の
逹 背 は化 學 的 瞭 囚 に基 く揚 合 な しとせ す。 水 蒸 氣 一 氣 體 鹽 化水 素
系 に就 て 得 学二る結 果 を 述 べ ん とす。
6.樟膰 の 蒸氣 壓 測 定 吉 本 晴 一
樟 腦 の 精 密 な る蒸 氣 壓 を;n9定し,その 蒸 發熱 を 計 算 せ り。
7、「ア トム ス トラ ー レ ン」に就 て 城 野 和 三 郎
げ トム ス トラー レ ン」に よ り氣 膿 化學 反 應 の機 作 を研 究 せ ん と し,先
づ 銀,ナトリウ ム 及 び 沃 素の「アFム ス トラー レ ン」に 就 て 述 べ ん とす.
8.濃 厚 水溶 液 の 蒸氣 壓 測 定 古 谷 登
濃 厚 水i?iirk特に これ がdal温度 に於 け る蒸氣 壓 を測 定 し蒸 發 熱 溶 解
度 及 び 活性 度 を計 算 せ り。
9,鹽 素 及 び 水 素 の 光 化學 的結 合 に就 て 市 川 頑 治
鹽 素 及 ひ 水 素の 光化 學 結 合 の初 期 反 應研 究 の 一 新 法 を 提 轟 し,研究
結 果 の二,三に就 て 述 べ ん とす。
10.強電解 質 溶解 度 の 理 論 堀 揚 信 吉
講演 者 が數 年前 に奥 へi_る分 子蓉 と溶 解 度 との 關 係{3,これ を 直 ち
`eGゐ一
一卩
物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.2(1927)
(1溢) 雜｣S～
に飃 解 質 の 黔 に1113'る.ことをi蹴 攸 て 孀 顯 の 溶殿
とその「材 ンJ'rrfii*tとの 關 係 は 婀 な る理 論 に よ.膀 察 すべ 軸 の
な るか を論 ぜ ん とす。
i
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